９．ＳＡＧＥ－Ｄ：平均死亡率比行列
９－１．平均死亡率比行列の表示
（１）初期画面
　　　ＳＡＧＥ－Ｄ システムを起動すると最初に表示されます。
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　　　ここで、「ＳＡＧＥ－Ｄ」のオプションボタンを選択し、実行ボタンをクリックします。
（２）ＳＡＧＥ－Ｄ メニュー画面
　　　ＳＡＧＥ－Ｄ のメニュー画面が表示されます。
　　　実行したい処理のオプションボタンを選択し、実行ボタンをクリックします。
　　　この例では、「平均死亡率比行列」のオプションボタンを選択し、実行ボタンを
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　　　クリックします。
（３）平均死亡率比行列メニュー画面
　　　処理したい地域のオプションボタンを選択し、実行ボタンをクリックします。
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　　　この例では、「都道府県：男子」のオプションボタンを選択し、実行ボタンをクリックします。
（４）処理年次入力画面
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　　　観測する年次を入力します。

　　　1986年以降の数値を入力します。この例では、1994を入力しました。

（５）描画条件入力画面
　　　地域別死因特性描画の下限値と間隔を入力し、実行ボタンをクリックします。
　　　初期値として下限値には 0.30 、間隔には 0.10 が入力されています。
　　　下限値の入力：現在入力されている値を削除し、数値キーで下限値を入力してください。
　　　間隔の入力　：“自動設定”ボタンを選択すると、下限値の値が設定されます。
　　　　　　　　　　“手入力”ボタンを選択すると、現在入力されている間隔の値が削除され、
　　　　　　　　　　　入力待ち状態になります。
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　　　この例では、すべて既定値で描くので、そのまま実行します。
（６）完成したグラフ
　　　凡例をみると、色分けの下限値が 0.30 、間隔が 0.10 になっていることが確認できます。
　　　（５）で下限値や間隔を適切に変更することにより、自在に色分けができます。
　　　印刷　：グラフを印刷します。
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　　　閉じる：グラフを閉じます。

　基準は、日本全国です。
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